
「
工
事
が
始
ま
っ
た
ね
」

　

11
月
６
日
（
土
）
午
後
、
利
根

中
央
病
院
の
外
来
フ
ロ
ア
で
緊
急

時
に
備
え
た
実
践
的
な
院
内
災
害

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
み
な
か
み
町
の
旅
館

で
ガ
ス
爆
発
が
発
生
し
、
50
人
も

の
傷
病
者
が
搬
送
さ
れ
る
と
い
う

想
定
で
開
始
。
緊
急
招
集
さ
れ
た

医
師
や
看
護
師
・
事
務
等
が
患
者

の
重
症
度
に
応
じ
て
３
ゾ
ー
ン
に

チ
ー
ム
編
成
さ
れ
て
初
期
治
療
や

対
応
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

実
際
の
災
害
時
対
応
の
リ
ア
ル

な
体
験
に
す
る
た
め
、
模
擬
傷
病

者
に
は
、
事
前
に
特
殊
メ
イ
ク
や

役
づ
く
り
指
導
が
施
さ
れ
、
爆
風

で
鼓
膜
が
破
れ
て
聞
こ
え
な
い
役

や
急
変
役
、「
早
く
診
て
く
れ
」

「
が
ま
ん
で
き
な
い
」
な
ど
訴
え

動
き
回
る
役
な
ど
多
様
な
症
状
の

患
者
役
の
迫
真
の
演
技
に
よ
り
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
も
本
番
同
様
の
緊

張
感
で
、
全
身
観
察
や
緊
急
対
応

な
ど
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
群
大
医
学
生
や
看
護

学
生
約
30
人
ら
が
模
擬
傷
病
者
と

し
て
参
加
。「
実
践
的
で
非
常
に

勉
強
に
な
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た

い
」
と
好
評
で
し
た
。

　

最
後
に
、
利
根
沼
田
広
域
消
防

の
協
力
で
災
害
救
出
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
間
近
で
見
ら
れ
、

充
実
し
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
議
の
中
で
も
「
配
布
者

交
流
会
や
１
０
０
人
集
会
の
参
加

者
か
ら
、
期
待
の
声
が
と
て
も
増

え
て
い
る
。
特
に
赴
任
予
定
職
員

の
人
柄
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ

に
魅
か
れ
た
み
た
い
」
と
の
水
上

支
部
の
小
崎
副
支
部
長
の
発
言

に
続
き
、「
本
当
に
楽
し
か
っ
た

し
、
歯
科
医
療
と
組
合
員
ホ
ー
ル

の
活
用
イ
メ
ー
ジ
が
わ
い
た
み
た

い
」「
機
関
紙
が
届
け
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
お
膝
元
の
後
閑
上
河
原

地
区
で
配
り
手
さ
ん
が
み
つ
か
っ

た
」
な
ど
組
織
づ
く
り
の
改
善
が

は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
の
会
議
で
は
、
決
定
が
遅

れ
て
い
る
“
施
設
名
”“
ホ
ー
ル

名
”
も
決
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

み
ん
な
で
知
恵
と
出
資
と
力
を

出
し
合
っ
て
運
営
し
て
い
く
機
運

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

た
ね
」「
沼
田
じ
ゃ
遠
い
け
ど
近

く
な
る
か
ら
お
世
話
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
る
」「
予
約
は
い
つ
か

ら
だ
い
」
な
ど
建
設
が
進
む
に
つ

れ
て
、
期
待
の
声
と
と
も
に
増
資

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て

い
る
昨
今
を
象
徴
し
て
「
通
い
た

く
て
も
足
が
な
く
て
行
け
な
い
」

「
バ
ス
停
ま
で
行
く
こ
と
が
容
易

で
な
い
」「
他
院
で
も
送
迎
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
か
ら
何

と
か
検
討
し
て
」
な
ど
、
送
迎
を

切
望
す
る
訴
え
も
あ
り
、
生
協
と

し
て
助
け
合
い
活
動
を
す
す
め
る

課
題
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
に
お
伝
え
し
た
通
り
、
設

計
会
社
は
利
根
歯
科
診
療
所
の
設

計
も
担
当
し
た
「
あ
す
か
設
計

（
前
橋
市
）」
で
す
。

　

建
設
会
社
の
選
定
で
は
、
申
し

出
の
あ
っ
た
利
根
沼
田
３
業
者
を

は
じ
め
計
５
社
と
の
業
者
説
明
会

を
９
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

間
の
夢
プ
ラ
ン
推
進
委
員

会
の
「
建
設
業
者
は
な
る

べ
く
地
元
業
者
に
」
と
の

議
論
も
踏
ま
え
、「
見
積

り
合
わ
せ
」
の
結
果
、
沼

田
土
建
と
の
契
約
に
至
り

ま
し
た
。

　

生
協
強
化
月
間
で
、
み

な
か
み
町
４
支
部
の
地
域

訪
問
に
は
、
利
根
歯
科
の

坂
田
医
師
や
豊
田
医
師
を

先
頭
に
開
設
予
定
職
員
が

支
部
役
員
と
連
携
し
て
積

極
的
に
地
域
を
ま
わ
っ
て
、

組
合
員
へ
の
お
知
ら
せ
や

要
望
等
を
聞
い
て
対
話
の

輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

「
10
月
の
１
０
０
人
集
会

に
参
加
し
て
、
完
成
が
楽

し
み
に
な
っ
た
よ
」「
い

よ
い
よ
工
事
が
は
じ
ま
っ

　

み
な
か
み
町
後
閑
に
組
合
員
ホ
ー
ル
併
設
の
歯
科
診
療

所
を
来
春
の
開
設
め
ざ
し
て
す
す
め
て
い
る
計
画
で
、
起

工
式
が
10
月
30
日（
土
）に
行
わ
れ
、
着
工
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
地
元
み
な
か
み
町

４
支
部
の
理
事
や
支
部
長
、
設
計
会
社
、
建
設
会
社
、
歯

科
開
設
予
定
の
ス
タ
ッ
フ
ら
30
余
名
が
参
加
し
「
雨
降
っ

て
地
固
ま
り
ま
す
よ
う
に
」
と
願
い
ま
し
た
。

い
う
戦
前
に
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
日

系
移
民
家
族
の
苦
難
を
描
い
た
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
を
観
た
▼
貧
窮
す
る

小
作
の
家
に
生
ま
れ
た
平
松
長
吉

が
家
計
を
助
け
る
た
め
に
渡
米
し

季
節
労
働
者
と
し
て
農
場
で
働
き
、

ア
メ
リ
カ
で
結
婚
し
家
族
も
増
え
、

反
日
感
情
が
渦
巻
く
中
、
幸
せ
な

家
庭
を
築
く
た
め
に
夫
婦
で
懸
命

に
働
い
て
い
た
▼
し
か
し
日
本
に

よ
る
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
っ
て
反
日

感
情
は
さ
ら
に
激
し
さ
を
増
し
、

家
族
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
に
そ
れ

ぞ
れ
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。

長
吉
の
長
男
は
戦
死
、
長
女
は
広

島
で
被
爆
し
、
家
族
の
再
会
を
果

た
せ
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
戦
争
に
よ
っ
て
家
族
が
ば

ら
ば
ら
に
な
り
、
そ
し
て
尊
い
命

が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
戦
前
、戦
中
、

戦
後
を
と
お
し
て
苦
難
を
生
き
抜

く
移
民
一
家
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
▼

い
く
ら
働
い
て
も
報
わ
れ
な
い
貧

困
と
戦
争
に
よ
っ
て
一
変
し
て
し

ま
う
生
活
。
懸
命
に
生
き
る
長
吉

家
族
の
生
き
方
に
胸
を
あ
つ
く
し

な
が
ら
も
、
今
の
時
代
に
生
き
て

い
て
よ
か
っ
た
。
そ
し
て
未
来
の

子
供
た
ち
の
た
め
に
、
夢
や
希
望

の
持
て
る
そ
ん
な
平
和
な
国
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
う
も
の

で
あ
っ
た
▼
あ
と
何
年
か
す
る
と
、

戦
争
体
験
者
が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
う
な
っ
た
と
き
歴
史
は

繰
り
返
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ

の
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方
々
の
尊

い
命
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
、

私
た
ち
に
何
が
出
来
る
の
か
。
そ

れ
は
、
二
度
と
戦
争
を
し
な
い
こ

と
、
そ
し
て
被
爆
国
と
し
て
核
廃

絶
を
訴
え
た
い
。　　
　
（
金
子
）

　

11
月
は
じ
め
、
５
夜

連
続
で
放
送
さ
れ
た
「
99

年
の
愛
〜JAPANESE

AMERICANS

〜
」
と

一人は万人のために 万人は一人のために

冬の気候による湿度の低下でおこるかゆみ。かゆい症状が軽いうちに対処しましょう。
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利根保健生活協同組合
発行人　都  築　  靖　　発行部数　21,400
編　集　「利根の保健」編集委員会

〒378−0053  沼田市東原新町1855番地の1
☎0278（22）4321　  FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院
利 根 歯 科 診 療 所
老 人 保 健 施 設 と ね
とね訪問看護ステーション
片 品 診 療 所

☎（22）4321
☎（24）9418
☎（22）8855
☎（23）3706
☎（58）3910

事業所

片品村鎌田

利根保健生協　2010 年 10 月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・26,333 世帯
出 資 金 額・・・・1,224,471,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・46,499 円

◆出資金一世帯平均で全国目標の
　５万円達成をめざしましょう

理事25名　監事3名　総代203名　班長1334名　保健委員1723名
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名

職
員
の
積
極
性
に

沼
田
土
建
が
施
工

　
　
　
魅
か
れ
た

こんな特殊メイクの
模擬傷病者が
搬送される

「
工
事
が
始
ま
っ
た
ね
」

対
話
・
増
資
の
輪
広
が
る

実
践
的
な
災
害
訓
練

利根西部
夢プラン

医
師
ら
地
域
訪
問

期
待
と
課
題
が
…

年末年始診療案内
利 根 中 央 病 院

利根歯科診療所・とね診療所

片 品 診 療 所

１２月２９日（水）通常診療
　　　３０日（木）休診
      　３１日（金） 休診
　１月　１日（土） 休診
　　　　２日（日） 休診
　　　　３日（月） 休診
　　　　４日（火）通常診療

１２月３０日（木）〜１月３日（月）休診

１２月３０日（木）〜１月４日（火）休診

＊急患の方は来院前に必ず電話でご確認下さい。
＊長期投薬を受けている方は、休みになる前に早目に
　ご連絡下さい。

＊歯科診療所のみ急患の方はご連絡ください。

大
事
故
を
想
定

完成イメージ

成長の確認と交流
第24回 赤ちゃん同窓会

　11 月 20 日（土）午後、第 24 回赤ちゃん同窓会に
24 組の親子が参加。産科、歯科医師や栄養士、薬剤師
らと育児の相談をしたり、保育士による手遊び等で交流
し､ 赤ちゃんの成長を確かめ合いました。



「介護保険はいま」学習会のご案内

利 根 の 保 健

かゆみが軽いうちに保湿剤（乳液、クリーム等）を使うなどして、家庭で適切な対処をすることが大切です。
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よ
う

　

 

こ
そ

10
月
の

新
加
入
者

10
月
分

新
し
い
仲
間

増
資
者
一
覧

▼
10
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
七
五
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
10
月
の
増
資
は
二
一
二
五
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、
紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た

　

五
四
〇
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。　
　
（
敬
称

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

〈
沼
田
西
支
部
〉

信
沢　

さ
か

〈
沼
田
南
支
部
〉

樋
口　

ト
ラ

柳
原
百
合
子

佐
々
木
梅
子

〈
沼
田
北
支
部
〉

星
野　

康
廣

山
口　

ふ
ぢ

林　

か
ね
子

齋
藤　

敏
子

〈
利
南
支
部
〉

角
田　

金
枝

髙
橋　

正
紀

〈
薄
根
支
部
〉

小
林　
　

靖

小
林　

大
輔

大
内　

由
和

高
橋　

幸
司

藤
井　

一
美

〈
川
田
支
部
〉

藤
塚　
　

満

〈
白
沢
支
部
〉

諸
田　

正
夫

〈
利
根
北
支
部
〉

木
村
ト
モ
エ

中
澤　

貞

〈
片
品
支
部
〉

星
野　

雅
史

〈
川
場
支
部
〉

今
井　

稔
二

藤
尾　

昌
嗣

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

竹
内　

ア
キ

樋
口　

好
春

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

髙
橋　

道
明

木
村　

初
枝

〈
水
上
支
部
〉

江
口　

幸
男

長
澤　

幸
子

稲
田
由
美
子

阿
部　

時
司

須
藤　

寿
子

〈
新
治
支
部
〉

八
木　

良
夫

星
野　

克
行

渡
辺　

誠
一

関　
　

政
美

〈
中
之
条
町
〉

水
出　

明
文

bbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbb

　

昨
年
暮
れ
か
ら
、
病
院
外
来
窓

口
隣
に
「
使
用
済
み
切
手
回
収

箱
」
を
設
置
し
、
11
月
上
旬
ま
と

め
た
と
こ
ろ
、
約
８
・
５
キ
ロ
。

理
事
会
社
保
委
員
会
で
早
速
整
理

を
行
い
ユ
ニ
セ
フ
協
会
に
送
り
ま

し
た
。
こ
の
「
切
手
」
は
、
愛
好

家
や
業
者
に
買
い
取
ら
れ
て
換
金

し
ユ
ニ
セ
フ
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

　

肺
炎
、
下
痢
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど

日
本
で
は
当
た
り
前
に
予
防
・
治

療
出
来
る
こ
と
が
、
当
た
り
前
で

な
い
世
界
が
あ
り
ま
す
。
三
千
円

で
180
人
の
肺
炎
に
罹
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
治
療
が
出
来
ま
す
。
今
回

の
切
手
で
数
百
人
の
肺
炎
の
治

療
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
利
根
歯
科
診
療
所
待

合
に
も
「
回
収
箱
」
を
設
置

し
ま
し
た
の
で
、
引
き
続
い

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

千
明
サ
ト
子

　
（
60
口
以
上
）

小
山　

賢
美

鶴
渕　

信
一

小
林　

寅
男

狩
野　
　

清

　
（
50
口
以
上
）

小
池　

恒
二

長
谷
川
一
夫

池
田
つ
た
ゑ

山
田　

英
二

　
（
40
口
以
上
）

萩
原　

昭
一

林　
　

久
雄

大
島
日
出
雄

　
（
30
口
以
上
）

星
野
春
太
郎

髙
野　

妙
子

入
澤
ト
シ
子

　
（
20
口
以
上
）

小
沢　

重
吾

金
子　

信
子

浅
井　

竹
夫

佐
々
木
輝
二

吉
沢　

幸
子

木
村　

次
市

高
橋　

茂
男

山
崎
千
恵
子

　
（
10
口
以
上
）

割
田　

吉
宏

富
沢　

一
也

霞　
　

久
三

〈
沼
田
西
支
部
〉

　
（
680
口
以
上
）

佐
藤　
　

彰

　
（
510
口
以
上
）

小
林　

浩
子

　
（
300
口
以
上
）

岡
嶋　

禎
子

　
（
220
口
以
上
）

齋
藤　

光
雄

　
（
190
口
以
上
）

木
暮　

政
三

　
（
40
口
以
上
）

須
藤
恵
津
子

　
（
10
口
以
上
）

笛
木　

政
彦

〈
沼
田
南
支
部
〉

　
（
2150
口
以
上
）

勅
使
河
原
幸
枝

　
（
980
口
以
上
）

飯
田　

武
一

　
（
620
口
以
上
）

菅
沼　

孫
八

〈
沼
田
東
支
部
〉

　
（
2040
口
以
上
）

得
能　

淑
子

　
（
1660
口
以
上
）

萩
原　

吉
夫

　
（
1570
口
以
上
）

大
島　

昭
治

　
（
530
口
以
上
）

高
橋　

道
子

　
（
480
口
以
上
）

生
方　

輝
房

　
（
460
口
以
上
）

林　
　
　

敏

　
（
450
口
以
上
）

堪
山　
　

敏

　
（
430
口
以
上
）

小
田　

正
治

　
（
420
口
以
上
）

湯
沢　

安
子

　
（
390
口
以
上
）

村
田　

定
蔵

大
竹　
　

宏

　
（
370
口
以
上
）

角
田　

成
二

　
（
350
口
以
上
）

桑
原　

和
子

　
（
180
口
以
上
）

永
島　

正
三

　
（
160
口
以
上
）

桑
原　

清
一

　
（
150
口
以
上
）

樋
口　

久
義

林　
　

栄
一

　
（
140
口
以
上
）

松
下　

品
平

　
（
130
口
以
上
）

小
野　

一
正

　
（
120
口
以
上
）

阿
部　
　

三

鳥
羽　

昭
男

　
（
110
口
以
上
）

笛
木　

弘
二

　
（
100
口
以
上
）

斉
藤　

幸
夫

生
方　

博
美

　
（
90
口
以
上
）

諸
田　

忠
造

宮
田　

欣
二

片
野
善
磨
呂

　
（
80
口
以
上
）

久
保
田
米
子

堀　
　

篤
平

　
（
70
口
以
上
）

真
下　

光
造

　
（
60
口
以
上
）

角
田　

祐
一

角
田　

一
年

遠
藤　

正
一

青
池　

サ
ク

真
下　
　

勇

大
竹　

行
夫

　
（
50
口
以
上
）

茂
木　

森
生

須
田　

作
二

星
野　

征
子

大
竹　

強
平

武
井　

信
行

水
野
美
代
子

杉
澤　

俊
彦

　
（
40
口
以
上
）

清
水　

貞
夫

武
井　

重
則

安
藤　

尚
武

小
野　

三
郎

後
藤　

新
平

原　
　

元
司

角
田　

茂
雄

松
井　

正
之

　
（
30
口
以
上
）

角
田
ひ
ろ
子

星
野　

岳
二

林　
　

始
二

星
野　
　

清

阿
部　

隆
治

　
（
20
口
以
上
）

高
橋　

時
男

神
尾　
　

誠

佐
藤　

昭
雄

小
林　
　

博

　
（
10
口
以
上
）

金
井　
　

勝

〈
池
田
支
部
〉

　
（
180
口
以
上
）

松
井　

康
治

　
（
120
口
以
上
）

　

能
登　

龍
夫

　
（
100
口
以
上
）

大
竹
佐
久
太

　
（
90
口
以
上
）

原　
　

明
弘

木
村　

修
平

　
（
80
口
以
上
）

橋
壁　

巻
一

吉
沢　

春
夫

　
（
70
口
以
上
）

高
山　

善
市

　
（
60
口
以
上
）

大
島　

次
郎

　
（
50
口
以
上
）

木
村
虔
八
郎

薗
田　
　

要

　
（
40
口
以
上
）

木
村　

由
夫

保
坂　

頼
伸

　
（
30
口
以
上
）

阿
部
留
十
郎

　
（
20
口
以
上
）

斉
藤　

欣
一

中
沢　

敏
彦

白
井　
　

実

〈
薄
根
支
部
〉

　
（
1150
口
以
上
）

金
子　

幸
子

　
（
200
口
以
上
）

片
野　

芳
男

加
藤　

山
吉

　
（
130
口
以
上
）

久
枝　
　

允

　
（
80
口
以
上
）

穂
苅　

勝
代

　
（
60
口
以
上
）

片
野
由
美
子

　
（
50
口
以
上
）

小
林　

順
一

　
（
40
口
以
上
）

今
井　

康
雄

　
（
30
口
以
上
）

金
子　

民
雄

知
久　

友
志

林　
　

茂
作

　
（
20
口
以
上
）

高
橋　

文
治

関
口　
　

諭

　
（
70
口
以
上
）

後
藤　

武
夫

小
林
ふ
さ
子

　
（
60
口
以
上
）

山
岸　

永
利

　
（
50
口
以
上
）

今
村
禧
八
郎

飯
島　

錦
子

荒
川　

元
治

村
上　

忠
夫

　
（
40
口
以
上
）

勝
見　

淑
江

本
名　

鉄
男

金
子　

と
も

木
暮　

ハ
ツ

　
（
30
口
以
上
）

中
村　

邦
二

　
（
20
口
以
上
）

鳥
羽　
　

政

　
（
10
口
以
上
）

小
林　

敏
夫

望
月　

シ
ゲ

〈
利
南
支
部
〉

　
（
3080
口
以
上
）

林　

健
重
郎

　
（
1290
口
以
上
）

南
雲　

成
子

　
（
1200
口
以
上
）

川
田　

正
彦

　
（
1100
口
以
上
）

織
田
沢
澄
世

　
（
940
口
以
上
）

林　
　

マ
ツ

　
（
660
口
以
上
）

稲
垣　

隆
三

　
（
600
口
以
上
）

大
竹　

利
幸

　
（
340
口
以
上
）

角
田　

高
信

　
（
310
口
以
上
）

田
村　

利
男

　
（
270
口
以
上
）

小
林　

卓
郎

　
（
230
口
以
上
）

大
竹　

信
也

　
（
190
口
以
上
）

石
田
智
恵
子

　
（
180
口
以
上
）

松
井　

昭
久

　
（
170
口
以
上
）

桑
原　

幸
夫

　
（
160
口
以
上
）

佐
藤　

定
夫

宇
敷　

和
夫

　
（
150
口
以
上
）

星
野　

好
正

宇
敷　

徳
衛

弘
重　

米
子

　
（
140
口
以
上
）

高
橋　

達
雄

鷲
頭
義
太
郎

　
（
130
口
以
上
）

加
藤　

大
洋

　
（
120
口
以
上
）

小
林　

利
伸

　
（
110
口
以
上
）

林　
　

茂
樹

福
島　

良
子

松
永　

守
隆

　
（
100
口
以
上
）

山
田　

弥
平

佐
藤　
　

勉

山
後　

勝
明

岡
田　
　

芳

松
永　

嗣
雄

金
井　

豊
博

　
（
90
口
以
上
）

石
井　
　

徹

宇
敷　

輝
男

髙
田　

と
き

小
林　

朝
彦

　
（
80
口
以
上
）

青
木　

清
吉

大
倉　

光
雄

川
田　
　

実

　
（
70
口
以
上
）

桜
沢　

吉
夫

貝
瀬　

常
鎮

織
田
沢
和
恵

山
田
ミ
ナ
子

　
（
240
口
以
上
）

林　
　
　

章

　
（
220
口
以
上
）

雲
越　

良
昭

　
（
210
口
以
上
）

林　
　

正
之

　
（
200
口
以
上
）

吉
野　

昭
一

　
（
170
口
以
上
）

田
村　

末
子

　
（
160
口
以
上
）

阿
部
直
三
郎

　
（
150
口
以
上
）

鈴
木　

美
男

　
（
140
口
以
上
）

林　
　

良
雄

小
林　

真
一

　
（
130
口
以
上
）

中
島　

克
弥

阿
部　

亀
伝

雲
越　

万
枝

　
（
120
口
以
上
）

木
村　

京
子

　
（
110
口
以
上
）

雲
越　

蔵
二

阿
部　
　

稔

　
（
100
口
以
上
）

林　
　

好
一

　
（
90
口
以
上
）

田
村
広
太
郎

　
（
80
口
以
上
）

綿
貫　

幸
次

増
子　

正
光

木
村　

厚
子

　
（
70
口
以
上
）

阿
部　

幸
雄

雲
越　

政
樹

林　

眞
一
郎

　
（
60
口
以
上
）

林　
　

明
男

林　
　

金
吉

石
井　

広
久

木
村　

卓
二

雲
越　

栄
一

生
方　
　

佶

影
山　

喜
作

高
井
く
め
子

野
林　

い
そ

　
（
50
口
以
上
）

五
百
久
富
治

中
島
利
根
男

熊
木　
　

葵

腰
越　

安
重

佐
川　

重
夫

中
島　

哲
治

阿
部　

八
郎

　
（
40
口
以
上
）

吉
野　

拓
夫

林　
　

孝
一

阿
部　

正
子

　
（
30
口
以
上
）

高
柳　

清
次

富
沢　

宣
昭

小
林　

貞
夫

林　
　
　

毅

小
野　

吉
郎

南
雲
ケ
イ
子

山
田
巳
弥
男

　
（
20
口
以
上
）

浜
名　
　

満

鈴
木　
　

敬

桑
原
さ
つ
江

　
（
10
口
以
上
）

林　
　

親
男

林　
　

春
寿

石
井
は
る
ゑ

〈
新
治
支
部
〉

　
（
1280
口
以
上
）

田
村　
　

進

　
（
750
口
以
上
）

林　
　

利
雄

　
（
600
口
以
上
）

林　
　

藤
吉

　
（
290
口
以
上
）

佐
藤
勝
次
郎

安
達　
　

澄

　
（
280
口
以
上
）

田
村　

照
代

増
田　

伸
之

　
（
30
口
以
上
）

長
谷
川
悦
三

池
田　

一
夫

真
庭　

菊
夫

須
田　

正
一

荻
野　
　

敏

高
橋　

聖
一

木
村
か
よ
子

高
橋　

と
よ

　
（
20
口
以
上
）

吉
野　

恭
子

阿
部　

正
美

近
藤　

治
世

丸
山　

明
美

生
方　

憲
一

阿
部　

豊
子

　
（
10
口
以
上
）

桑
原　

芳
雄

井
上
美
代
造

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

　
（
1660
口
以
上
）

林　
　

郁
次

　
（
770
口
以
上
）

本
多　
　

清

　
（
600
口
以
上
）

高
柳　

た
つ

　
（
360
口
以
上
）

近
藤
久
美
恵

　
（
270
口
以
上
）

広
井
忠
三
郎

　
（
190
口
以
上
）

宮
沢　

善
吉

笛
木　

喜
枝

　
（
170
口
以
上
）

小
林　

繁
雄

　
（
160
口
以
上
）

高
橋　

勇
三

富
岡　

司
朗

　
（
130
口
以
上
）

桑
原　

と
り

　
（
120
口
以
上
）

井
熊　

美
三

　
（
110
口
以
上
）

林　

と
き
子

　
（
100
口
以
上
）

常
山　

一
郎

　
（
90
口
以
上
）

久
世
政
太
郎

林　
　

恵
一

　
（
80
口
以
上
）

笹
川　

修
巳

林　
　

友
好

桑
原　

欣
一

　
（
70
口
以
上
）

小
野　

儕
一

中
村
久
市
郎

原
沢　

宏
吉

　
（
60
口
以
上
）

木
村　

晃
昌

阿
部　

利
定

小
林　
　

宰

宮
下　

重
信

高
橋　

正
保

片
野　

定
冶

高
橋　

伸
幸

　
（
50
口
以
上
）

原
沢　
　

晃

林　
　

晃
弘

　
（
40
口
以
上
）

高
橋　

信
博

　
（
30
口
以
上
）

高
橋　

輝
雄

小
林　
　

要

後
閑　

邦
久

高
橋　

啓
文

篠
田　
　

博

　
（
20
口
以
上
）

原
澤　

志
利

〈
水
上
支
部
〉

　
（
2520
口
以
上
）

穂
苅　

清
一

　
（
2040
口
以
上
）

小
崎
洋
一
郎

　
（
310
口
以
上
）

小
林　

忠
雄

　
（
280
口
以
上
）

木
村　

タ
ケ

　
（
250
口
以
上
）

　
（
530
口
以
上
）

馬
場
半
次
郎

　
（
350
口
以
上
）

伊
藤　

亮
祐

　
（
340
口
以
上
）

金
井　

花
枝

　
（
280
口
以
上
）

木
村　

恵
一

　
（
230
口
以
上
）

小
海　
　

稔

　
（
190
口
以
上
）

金
井　

博
治

田
辺
ユ
キ
子

　
（
180
口
以
上
）

小
林　

文
枝

須
田
日
出
子

　
（
170
口
以
上
）

本
多　

夏
子

　
（
160
口
以
上
）

千
明　

一
也

上
岡　

春
男

　
（
150
口
以
上
）

星
野　

光
男

　
（
140
口
以
上
）

竹
村　

健
一

松
井　

克
巳

　
（
130
口
以
上
）

笛
木　
　

洋

　
（
110
口
以
上
）

森
下　

利
子

　
（
100
口
以
上
）

松
村　

幾
正

野
上　

菊
子

横
坂　
　

明

　
（
90
口
以
上
）

森
山　

重
信

荒
川　

ミ
ヨ

有
坂　

正
雄

　
（
80
口
以
上
）

鳥
羽　

昭
雄

井
上　

清
次

塩
原　

芳
夫

原
澤　

達
由

割
田　

節
子

　
（
70
口
以
上
）

涌
井　

守
松

保
坂　

昌
則

　
（
60
口
以
上
）

橋
本　
　

昇

林　
　

幸
平

　
（
50
口
以
上
）

堤　
　

信
也

宮
下　

祐
作

登
坂　

一
恵

神
林　

久
義

小
林　

助
市

桑
原　

理
市

　
（
10
口
以
上
）

片
野　

一
夫

〈
川
田
支
部
〉

　
（
270
口
以
上
）

生
方
志
づ
子

　
（
130
口
以
上
）

大
竹　
　

正

　
（
60
口
以
上
）

小
林　

光
司

　
（
30
口
以
上
）

金
子　

満
造

　
（
20
口
以
上
）

茂
木　
　

勲

　
（
10
口
以
上
）

福
岡　

秀
二

〈
白
沢
支
部
〉

　
（
230
口
以
上
）

韮
山　

豊
次

　
（
100
口
以
上
）

小
林　

充
義

　
（
40
口
以
上
）

戸
部
健
二
郎

宮
田
富
士
夫

　
（
30
口
以
上
）

新
井　

輝
夫

椎
原　

銀
治

　
（
20
口
以
上
）

小
林
寿
美
夫

　
（
10
口
以
上
）

高
橋　

睦
夫

渡
貫　

初
男

千
明　

安
彦

〈
利
根
北
支
部
〉

　
（
1660
口
以
上
）

小
林　

喜
市

　
（
1450
口
以
上
）

小
菅　
　

義

　
（
450
口
以
上
）

星
野　

一
重

　
（
320
口
以
上
）

井
上　
　

昇

　
（
210
口
以
上
）

金
子　

松
夫

　
（
150
口
以
上
）

金
子
吉
五
郎

阿
久
津
晴
重

　
（
90
口
以
上
）

井
上　

昌
一

　
（
80
口
以
上
）

中
村　

君
子

　
（
50
口
以
上
）

高
橋　

俊
雄

金
子　

定
男

　
（
40
口
以
上
）

金
子　

信
子

〈
利
根
南
支
部
〉

　
（
230
口
以
上
）

沢
口　

誠
市

　
（
170
口
以
上
）

沢
口　

筆
法

　
（
160
口
以
上
）

沢
口　

定
吉

〈
片
品
支
部
〉

　
（
200
口
以
上
）

渋
谷
と
し
よ

　
（
170
口
以
上
）

青
木　

与
作

　
（
140
口
以
上
）

田
村　

利
夫

　
（
130
口
以
上
）

星
野　

康
一

　
（
30
口
以
上
）

萩
原　

始
郎

　
（
20
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ユニセフ

①生協の各施設の利用時には窓口に「組合員証」を必ず提示
して下さい。未加入の方は、加入してご利用下さい。
②住所や、世帯主が変わったら手続きをお願いします。届出
の用紙は、生協本部にあります。組合員証と印鑑・身分を
証明できる保険証、もしくは免許証を持参して下さい。

組合員証の提示と変更届を

▷連絡先、生協本部　総務課・組織課　☎ 22-2300

お願い

組合員さんが模擬利用者
老健とねでも防火訓練

　「とね在宅総合センター」では、毎年２回定期的に、防火訓
練を行なっています。今回は初めて４人の組合員さんに「模擬
利用者」として協力していただきました。３階乾燥室からの出
火を想定し、沼田消防署員も見つめるなか、本番さながらの
訓練。組合員さんからは「緊張し、避難通路が急で怖かった」
等、組合員目線の消防訓練となりました。

と　き　12月18日（土）午後２時〜
ところ　利根中央病院　研修棟　講堂
内　容　介護保険が始まって10年。２年後には「改正」

が予定されています。超高齢化社会を迎えるこ
れからの、介護や福祉のあり方について、みん
なで一緒に考えてみませんか。参加費無料。

主　催　利根保健生協　理事会社保委員会



一人は万人のために 万人は一人のために

保湿剤は１日１回以上。塗るタイミングは、入浴後 10 分以内が効果的です。

（３） 第495号2010年12月１日（毎月1回1日発行）

班会あれこれ
おらがまちの10月班会開催一覧

月夜野東 後閑上入 ･ 下入合同班 ( 体組成､尿検査 )
　尿蛋白 (+) の方がいて毎回チェックすることに｡ 体組成
でも関心が高く脚点 (脚の筋肉量 )の低い人へ「脚の運動
をしましょうね」｡ 又､ インフルエンザの予防もしっかりと｡

白沢 生枝班 ( 血管年齢 ･ 脳梗塞の話 )
　4月からの月２回の筋トレの成果の現れか､ 昨年と比
較してほとんどの人が若くなっていた｡ これからも「この
調子で頑張ろう！」

沼田南 鍛冶町合同班 ( 大腸がん検査 ･ 脳梗塞の話 )
　年２回の大腸がんチェックでは､ 全員異常なし｡ 脳梗
塞の予防対策もしっかり学びあいました。頭を使い脳の
活性化につなげよう｡

利南 下久屋原班 ( インフルエンザ ･ アカンベー )
　インフルエンザ撃退には体力づくりが大切｡ 高齢でも
日頃から歩くことを実践している増田さん｡ 皆さんにも勧
めています。貧血検査では異常なし。

利根北 高戸谷班 ( 糖尿病ってどんな病気 )
　「メタボでないのに糖尿病」のケースが多いとのこと｡
予防対策には「よく食べ ･寝て ･ 動く」の生活習慣が
大事｡ 糖検査に異常なしで､ 皆ひと安心｡

鰆（ さ わ ら ）の 黄 身 焼 き
※かじきでも代用できます

□ 材料（８個分）

□ 作り方

鰆(切り身)…2切れ　さやえんどう…5枚　人参…20ｇ
生しいたけ…2枚　卵黄…1個　マヨネーズ…大さじ2
薄口醤油…小さじ1　ごま油…小さじ2　
Ⓐ鰆の下味　塩…少々　酒…少々
Ⓑ塩…少々　砂糖…少々　醤油…少々

①鰆にⒶで下味をつけ、しばらく置く｡
②さやえんどう、人参、生しいたけは千切りにし、ごま油
を熱して炒めⒷで調味する｡
③卵黄、マヨネーズ、薄口醤油を混ぜ合わせる。
④180℃に熱したオーブンに水気を拭いた鰆を入れ、7
～8分通り焼く。水気をもう一度拭き取り③をぬる。
再びオーブンに入れ、5分くらい焦がさないように焼
き上げる。
⑤④を盛り付けて②を添える｡

（栄養課　大川　達也）

川田 田中合同班 ( 体組成チェック )
　体組成の結果を見てまぁまぁだね。半年後に再検査を
予定｡ 所得税の確定申告では、医療費控除の対象は１
年間で10万円を超えた分だと知りました。
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で

支部名 班　名 班  長  名 人数 班 会 内 容
沼田東 材木町１ 大 谷  好 子 4 大腸がんチェック

材木町２ 小野　のぶ 4 大腸がんチェック
材木町11 小林永久子 5 食中毒の話
西原新1-1 得能　淑子 4 大腸がんチェック
東原新町13 雲越　タカ 3 大腸がんチェック
上原町6-1 片桐智代江 4 皮膚病の話･体組成チェック
上原町6-2 村田　定蔵 4 皮膚病の話･体組成チェック
上原町9-2 星野フジ子 3 皮膚病の話･体組成チェック
上原町3-1 石井 ひさし 5 温泉班会兼班長交流会
上原町4 山 本  邦 江 5 温泉班会兼班長交流会
上原町7-3 武 井  嗣 男 4 温泉班会兼班長交流会

沼田西 榛名町8-2 金子　くら 4 生協の話
榛名町8-1 宮内はつ枝 4 生協の話

沼田南 鍛冶町５ 下 　 ろ く 4 こわい肺炎
鍛冶町10 馬場半次郎 4 こわい肺炎

利　南 上久屋馬場 織田澤澄世 5 大腸がんチェック、病院の現状について
戸鹿野町１，２ 星野　早苗 7 腰痛体操
戸鹿野町3-1 吉江　高志 6 血管年齢チェック
下久屋原 星野 サヨ子 3 ボケないために

池　田 上発知町門前1 峰 川  信 夫 6 脳梗塞の話
上発知町坂下 山田　盛雄 6 脳梗塞の話
上発知町馬場 木村　由夫 4 脳梗塞の話
上発知町南部 6 脳梗塞の話

薄　根 硯田町中 小林　順一 7 大腸がんチェック
硯田町下 金子　幸子 4 大腸がんチェック

川　田 下川田町田中１ 茂木　チヨ 6 義歯の話(保険と自費)
下川田町田中２ 生方志づ子 6 義歯の話(保険と自費)
下川田町宮塚１ 深津　文子 4 がんの話

白　沢 生枝 中村　節枝 11 血管年齢チェック・脳梗塞の話
尾合上 角田　梅子 3 食生活について

利根北 高戸谷 加藤　真喜 7 生協の話
伊香原中 金 子  信 子 10 脳梗塞の話、尿チェック、医師問題
大楊合同 金子　英雄 5 大腸がんチェック・病院､生協の現状

片　品 菅沼 大 竹  敏 彦 6 介護予防の話･筋トレ
川　場 中野合同 石田　房江 11 おたのしみ会
月夜野東 後閑上入 佐 藤 　 興 5 生協強化月間にむけて、西部夢プランの話

後閑下入 渋 谷  典 子 4 生協強化月間にむけて、西部夢プランの話
真庭政所 大谷スミ子 10 生協の話
下牧原の中 山田八重子 4 脳卒中について
下牧原—２ 髙橋　ミネ 3 脳卒中について

月夜野西 町組合同2-2班 丸 山 　 功 5 塩分･尿チェック
町組合同12-2班 長浜　水郎 4 塩分･尿チェック

水　上 藤原山口 雲越　政樹 13 体組成･笑いと健康
鹿野沢1-1 小林マサ子 4 ラジオ体操、班会
鹿野沢2-1 小幡サチ子 4 ラジオ体操、班会
鹿野沢3-1 上山　たか 3 ラジオ体操、班会
鹿野沢3-2 須田　裕子 3 ラジオ体操、班会
鹿野沢５ 荒木　洋子 4 ラジオ体操、班会
鹿野沢町営 南雲由起子 3 ラジオ体操、班会
鹿野沢芦間上 黒田　初枝 4 ラジオ体操、班会
鹿野沢芦間下 羽鳥　孝子 4 ラジオ体操、班会

新　治 湯宿２ 北野　静雄 4 白内障 について
湯宿４ 田村　作二 4 白内障 について
布施いきいきサロン 持 木 　 進 27 体組成チェック、レインボー体操
須川上 佐々木里子 3 骨密度測定･肺炎の話
須川中 西山　良子 3 骨密度測定･肺炎の話
須川下 村山ツヤ子 3 骨密度測定･肺炎の話
須川十二河原 田村　照代 5 指　圧

昭和東 糸井中宿 須藤　澄子 5 介護保険について
糸井吹張１ 林 　 一 郎 4 ２支部合同班長交流会
糸井常木１ 加藤久美子 4 ２支部合同班長交流会
貝野瀬田中２ 杉木　哲二 4 ２支部合同班長交流会

昭和南 入原上１ 板橋きみ江 4 いきいきサロン、筋トレ
入原上２ 堤　サト子 5 いきいきサロン、筋トレ
入原上４ 堀沢　雅子 4 いきいきサロン、筋トレ
入原下１ 堤 　 フ ジ 5 いきいきサロン、筋トレ
藤井上 藤井　愛作 4 ２支部合同班長交流会
永井上 諸田はま江 4 ２支部合同班長交流会
永井下 山口ゆわ子 4 ２支部合同班長交流会
入原下２ 堤 　 み ゑ 4 ２支部合同班長交流会
入原中３ 諸田　邦男 3 ２支部合同班長交流会

高　山 判形前原 木村千代子 8 おひまち
職域・他 新婦人 中島　三枝 12 レインボー体操

新婦人 中島　三枝 11 レインボー体操
新婦人 中島　三枝 10 レインボー体操
新婦人 中島　三枝 9 レインボー体操
いこいの家 奥 木  茂 6 体組成チェック

病棟・他 １階北 西畠みどり 19 転倒予防について
ふれあいの輪 白井サユリ 14 ダイエットについて

総　計 79 回 453 人



格
２
時
間
42
分
を
切
る
２
時
間
37
分
02
秒

で
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
番
で
は

自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
て
走
り
き
り
、
今

ま
で
続
け
て
き
た
集
大
成
に
し
た
い
」
と

抱
負
を
話
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

骨
折
予
防
薬
の
副
作
用
で

顎
の
骨
が
腐
る
っ
て
本
当
？

　

利
根
中
央
病
院
の
放
射
線
技
師
：
中
村

文
彦
（
33
歳
）
が
12
月
５
日
開
催
の
福
岡

国
際
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
ま
す
。
こ
の
大

会
は
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認
の
大
会

で
定
め
ら
れ
た
標
準
記
録
を
突
破
し
た
者

に
し
か
参
加
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

毎
日
20
㎞
程
度
走
っ
て
い
る

と
い
う
身
長
１
６
０
㎝
、
体
重

48
㎏
、
体
脂
肪
率
８
〜
10
％
の

中
村
さ
ん
。

　
「
今
年
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の

公
認
大
会
で
あ
る
長
野
マ
ラ
ソ

ン
に
出
場
し
、
福
岡
の
出
場
資

①
心
あ
た
り
の
方
は
、
担
当
医
師

　

に
報
告
し
、
服
薬
情
報
を
添
え

　

た
紹
介
状
を
持
参
の
上
、
か
か

　

り
つ
け
の
歯
科
医
院
に
受
診
し

　

ま
し
ょ
う
。

②
現
在
、
歯
科
医
院
に
通
院
中
の

　

方
は
、
心
あ
た
り
の
お
薬
の
情

　

報
を
速
や
か
に
担
当
歯
科
医
師

　

に
報
告
し
ま
し
ょ
う
。

③
上
記
の
お
薬
に
関
わ
ら
ず
、
骨

　

粗
鬆
症
等
の
薬
を
服
用
中
の
方

　

は
、
３
ヶ
月
に
一
度
、
担
当
歯

　

科
医
師
よ
り
お
口
の
中
の
診
察

　

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
、
２
０
１
０
年
６
月
に
厚

生
労
働
省
は
以
下
の
通
達
を
出
し

て
い
ま
す
。

①
本
剤
の
投
与
に
あ
た
っ
て
は
、

　

患
者
に
対
し
適
切
な
歯
科
検
査

　

を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
抜
歯

　

等
の
顎
骨
に
対
す
る
侵
襲
的
な

　

歯
科
処
置
を
投
与
前
に
済
ま
せ

　

る
よ
う
指
示
す
る
。

②
本
剤
投
与
中
は
、
歯
科
に
お
い

　

て
口
腔
内
管
理
を
定
期
的
に
受

　

け
る
と
と
も
に
、
抜
歯
等
の
顎

　

骨
に
対
す
る
侵
襲
的
な
歯
科
処

　

置
は
で
き
る
限
り
避
け
る
よ
う

　

指
示
す
る
こ
と
。

③
口
腔
内
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
や

　

歯
科
受
診
時
に
本
剤
の
使
用
を

　

歯
科
医
師
に
告
知
す
る
な
ど
、

　

患
者
に
十
分
な
説
明
を
行
い
、

　

異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

　

直
ち
に
歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科

　

に
受
診
す
る
よ
う
注
意
す
る
こ

　

と
。

　

こ
の
薬
剤
は
骨
の
吸
収
を
抑
制

す
る
事
に
よ
り
骨
密
度
を
高
め
、

骨
折
を
予
防
す
る
臨
床
的
に
と
て

も
優
れ
た
薬
剤
で
す
。
国
内
に
お

い
て
は
、
主
に
飲
み
薬
が
骨
粗
髭

症
に
、
注
射
用
製
剤
が
癌
の
骨
転

移
等
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
骨
粗
鬆
症
の
予
防
と
治
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
２
０
０
６
年
度
版
）」

の
な
か
で
、
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト

系
薬
剤
は
全
項
目
に
お
い
て
推
奨

　

発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
「
な
ぜ
あ

ご
の
骨
に
の
み
起
こ
る
の
か
？
」

そ
の
原
因
も
い
ま
だ
不
明
で
す
。

あ
ご
の
骨
は
他
の
部
位
の
骨
よ
り

血
行
に
富
み
、
骨
代
謝
が
高
い
た

め
、
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
系
薬
剤

が
高
濃
度
に
な
り
や
す
く
、
無
細

胞
・
無
血
管
骨
に
な
り
や
す
い
こ

と
、
か
む
力
に
よ
り
歯
の
周
囲
の

骨
に
微
少
骨
折
を
起
こ
し
や
す
い

こ
と
、
薄
い
歯
肉
粘
膜
の
た
め
損

傷
や
穿
孔
を
き
た
し
や
す
く
、
感

染
し
や
す
い
こ
と
な
ど
が
原
因
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
19
年
度
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
約
５
０
０
万
人
の
う
ち
、

約
９
％
の
人
が
転
倒
・
骨
折
が
原

因
で
要
介
護
と
な
っ
て
お
り
、
大

腿
骨
頸
部
骨
折
を
起
こ
す
と
新
た

に
23
％
の
高
齢
者
が
寝
た
き
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
骨
粗

鬆
症
の
治
療
を
考
え
る
と
き
、
い

か
に
骨
折
を
予
防
で
き
る
か
と
い

う
点
を
重
要
視
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
し
、
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
系
薬

剤
の
投
与
は
、
要
介

護
・
介
護
の
両
立
場
か

ら
、
医
療
費
の
面
、
さ

ら
に
は
医
師
・
患
者
か

ら
も
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。

症
頻
度
が
低
下
傾
向
を
示
し
て
い

ま
す
。
こ
の
要
因
と
し
て
、
特
に

ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
系
薬
剤
等
の

骨
吸
収
を
抑
制
す
る
薬
剤
の
普
及

が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

Ａ
の
極
め
て
優
れ
た
薬
剤
で
す
。

　

さ
ら
に
海
外
の
臨
床
試
験
に
お

い
て
閉
経
後
骨
粗
鬆
症
に
お
い
て

40
％
以
上
、
気
管
支
喘
息
な
ど
で

ス
テ
ロ
イ
ド
を
服
用
す
る
結
果
生

じ
る
ス
テ
ロ
イ
ド
性
骨
粗
鬆
症
に

お
い
て
は
70
％
以
上
骨
折
リ
ス
ク

を
低
下
さ
せ
る
事
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。　

　

日
本
に
お
け
る
骨
粗
鬆
症
に
よ

る
大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
発
症
頻
度

は
上
昇
の
一
途
を
た
ど
る
一
方
で

す
が
、
欧
米
・
北
欧
・
カ
ナ
ダ
に

お
い
て
は
大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
発
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組
合
員
の

厚
生
労
働
省
の

頻
度
で

ど
れ
く
ら
い
の

な
ぜ
顎
の
骨
の
み
が

ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
系

み
な
さ
ま
へ

対
応
は
？

顎
の
骨
が

腐
る
の
？

腐
る
の
で
す
か
？

薬
剤
と
は
ど
う
い
う
薬
？

骨
折
予
防
薬
の
副
作
用
で

顎
の
骨
が
腐
る
っ
て
本
当
？
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沼
田
市
坊
新
田
町

内
山
凛り
こ子

ち
ゃ
ん
（
１
歳
２
ヶ
月
）

毎
日
元
気
よ
く
遊
ん
で
い
ま
す
♪

高
崎
市
矢
中
町

羽
鳥
心こ
こ
な菜

ち
ゃ
ん
（
３
ヶ
月
）

元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♥

み
な
か
み
町
後
閑

関　
こ
ま
ち
ち
ゃ
ん
（
１
歳
６
ヶ
月
）

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
し
☆

昭
和
村
赤
城
原

鈴
木
麗れ
お
な乙
菜
ち
ゃ
ん
（
６
歳
）

２
人
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
☆

昭和村川額

高橋寧
ねね

々ちゃん（６ヶ月）
ずりばいで突進します！！

栃木県小山市

和久大
たいが

雅くん（１ヶ月）
元気一杯！パパ似のイケメン☆

昭和村糸井

石井音
ののは

々葉ちゃん（４歳）

　　陽
ひらら

來々ちゃん（１歳６ヶ月）
♪いつも仲良し姉妹♪

みなかみ町須川

山岸真
まお

緒ちゃん（３歳）

　　莉
りお

緒ちゃん（３歳）
わたしたち双児ちゃん♥

昭和村橡久保

新木那
なち

茅ちゃん（７歳）

　　琉
るか

珂くん（２歳５ヶ月）
保育園先生大好き♥

　

今
月
は
、
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
系
薬
剤
を
内
服
ま
た
は
注
射
治

療
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
発
生
す
る
特
徴
的
な
顎
骨
壊
死
（
あ
ご

の
骨
が
く
さ
る
）
に
関
し
て
の
お
話
で
す
。
利
根
歯
科
で
も
こ
の

１
年
間
に
２
例
の
症
例
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
い
っ
た
ん
発
症
す

れ
ば
症
状
は
進
行
性
で
、
極
め
て
難
治
性
で
す
。
近
年
日
本
国
内

で
は
、
骨
折
予
防
な
ど
の
目
的
で
、
適
切
な
リ
ス
ク
開
示
も
な
い

ま
ま
関
連
各
科
よ
り
同
薬
が
大
量
に
投
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
っ
て
近
い
将
来
に
こ
の
疾
患
の
爆
発
的
増
大
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

利根歯科診療所
歯科医師

坂 田 龍 義

12月５日

放射線技師 中 村 文 彦

福岡国際マラソン

出場祝

　
　
　

仁じ
ん

く
ん
（
９
ヶ
月
）

米国口腔外科学会による病期分類

骨盤

骨頭

大腿骨頚部

病　　状病期分類

ステージ１

ステージ２

ステージ３

無症状で感染を伴わない骨露出、骨壊死。

感染を伴う骨露出、骨壊死。疼痛、発赤を伴い、排膿がある場合とない場合がある。

疼痛、感染を伴う骨露出、骨壊死で、以下のいずれかを伴うもの。
病的骨折、顔の外から膿がでる、または下顎下縁にいたる骨吸収と破壊。

保湿剤を使ってもかゆみが消えない、赤みやブツブツがある場合は、早めに皮膚科を受診しましょう。

　
〈
あ
ご
の
骨
が
く
さ
る
〉
副
作

用
の
発
生
頻
度
は
現
在
ま
で
の
文

献
を
総
合
的
に
考
え
る
と
、
注
射

剤
が
1
％
、
飲
み
薬
の
場
合
が
0.1

％
の
頻
度
（
日
本
口
腔
外
科
学
会

等
）
で
す
が
調
査
母
体
に
問
題
を

残
す
報
告
が
多
く
、
直
近
の
調
査

で
は
各
々
10
倍
の
頻
度
（
米
国
口

腔
顎
顔
面
外
科
学
会
ポ
ジ
シ
ョ
ン

ペ
ー
パ
ー
（
２
０
０
７
年
）、
米

国
歯
科
医
師
会
雑
誌
：
２
０
０
9

年
１
月
号
）
に
な
る
と
い
う
報
告

も
見
ら
れ
ま
す
。
利
根
歯
科
で
も

こ
の
１
年
間
に
２
例
の
治
療
経
験

が
あ
り
、
腐
敗
し
た
顎
骨
組
織
を

か
な
り
の
大
手
術
で
除
去
し
た
り

と
大
変
で
す
。


